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鹿児島県から得られたサバ科ニジョウサバ
Grammatorcynus bilineatusの記録
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　はじめに

サバ科 Scombridaeは世界で 15属 49種が知ら

れており（Collette and Nauen, 1983），日本近海に

は 11属 21種が分布する（中坊，2000）．ニジョ

ウサバ属 Grammatorcynus は世界で 2種が有効種

として認められており（Collette and Gills, 1992），

そ の う ち， 日 本 か ら は ニ ジ ョ ウ サ バ

Grammatorcynus bilineatus (Rüppell, 1836) 1種のみ

が知られている (中坊，2000)．

Grammatorcynus bilineatusを標本に基づいて日

本から初めて報告したのは Kishinouye (1923)であ

ると思われる。彼はマーシャル諸島と琉球列島か

ら採集された複数の標本（多くの調査標本は全長

30 cm程）に基づき本種の記載を行った．岡田

(1938)は，G. bilineatusに対し和名ニジヤウサバ

を提唱したが，Kishinouye (1923)の報告を見落と

しており，本種の分布域に日本（琉球列島）を含

めていない．その後，蒲原（1965）は本種（G. 

bicarinatusとして）1個体を宮古島から報告し，

益田ほか（1988）や中坊（2000）は本種の国内に

おける分布域を沖縄島以南とした．鳥居（2001）

は 1998年 8月に高知県の以布利で大敷網によっ

て採集された本種 1標本（FAKU 68214，標準体

長 41.7 cm）を報告し，現在ニジョウサバの国内

における分布は高知県以布利と沖縄島以南とされ

ている（Nakabo, 2002）．

2007年 8月 27日と 2008年 10月 18日に鹿児

島県南さつま市笠沙町沖で，また 2009年 1月 8

日に薩摩川内市下甑町沖で，それぞれ 1個体ずつ，

計 3個体のニジョウサバが定置網により採集され

た．これらの標本は鹿児島県における本種の標本

に基づく初めての記録となるため，ここに報告す

る．

　材料と方法

計数・計測方法はおおむね Marr and Schaefer 

(1949)を改変した Gibbs and Collette (1967)にした

がった．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm

まで行った．ニジョウサバの生鮮時の体色の記載

は，固定前に撮影された鹿児島県産の 3標本

（KAUM–I. 9017, 14711, 16277）のカラー写真に基

づく．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM: Kagoshima University Museum）

に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

画像データベースに登録されている．

　結果と考察

Grammatorcynus bilineatus (Rüppell, 1836)

ニジョウサバ　(Fig. 1; Table 1)

Thynnus bilineatus Rüppell, 1836: 39, pl.12, fig. 2 

(type locality, Massawa, Eritrea, Red Sea).
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Nesogrammus piersoni Evermann and Seale, 1907: 61, 

fig. 3 (type locality, Bulan, Sorsogon Province, 

Philippines).

標本　KAUM–I. 9017，標準体長 423.8 mm，尾

叉長 439.3 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦

崎ノ山東側（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深 27 m，

2007年 8月 27日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 

14711，標準体長 189.3 mm，尾叉長 194.0 mm，

鹿児島県南さつま市笠沙町片浦谷山川地先

（31°24′49″N, 130°07′00″E）， 水 深 27 m，2008 年

10月 18日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 16277，

標準体長 258.4 mm，尾叉長 265.7 mm，鹿児島県

薩 摩 川 内 市 下 甑 町 青 瀬 瀬 尾 沖（31°39′N, 

129°44′E），水深 40–50 m，2009年 1月 8日，定

置網，山田守彦．

記載　計数形質と体各部の尾叉長に対する割

合を Table 1に示した．体は細長い楕円形でよく

側扁する．体の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．頭

部は大きく，尾叉長は頭部の 4.1–4.8倍．吻端は

尖る．体高は頭長の 0.8–1.0倍と低く，第 1背鰭

第 8棘起点から第 2背鰭起点の間で最大．両顎歯

は円錐形．口裂は大きく，主上顎骨は眼窩中央下

方に達する．上顎後端の上角は尖り，下角は丸い．

眼は大きく，頭長は眼径の 4.1–4.7倍．第 1背鰭

と第 2背鰭はよく接近する．側線は胸鰭起部上方

から始まり，第 1背鰭起部下方で 2本に分岐し，

背鰭第 1小離鰭と第 2小離鰭間で再結合し，尾鰭

基底付近で終わる．胸鰭起部は主鰓蓋骨縁中央直

後に位置し，胸鰭先端は第 1背鰭第 4棘基底下方

に位置する．腹鰭後端は総排泄孔に達しない．第

2背鰭と臀鰭は鎌状．尾柄部に水平隆起が発達す

る．尾鰭は深く湾入する．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は黒色．体側は

青みを帯びた銀色で，体腹面は一様に銀色．第 1

背鰭はほぼ透明で，上部 1/4–1/2が黒色．胸鰭，

第 2背鰭，臀鰭，小離鰭は黒色．体長 194.0 mm

の個体のみ，体側にほぼ同大の黒色斑が多数散在

する．固定後の色彩―体背面は暗い褐色となる．

分布　インド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に

広く分布する（Collette, 2001）．国内では，高知

県の以布利（鳥居，2001），鹿児島県（本研究），

Fig. 1. Fresh specimens of Grammatorcynus bilineatus from Kagoshima Prefecture, Japan. A, subadult, KAUM–I. 9017, 439.3 mm FL; B, 
young, KAUM–I. 14711, 194.0 mm FL.
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沖縄県以南（Nakabo, 2002）から標本に基づいて

記録されている．

備考　これらの標本は，側線が第 1背鰭下方

で分岐し 2本となり，尾柄部で再結合することで

Collette and Gills (1992)などによって報告された

Grammatorcynus属と同定された．また，調査標

本は眼径が尾叉長の 4.5–5.9%であることや鰓耙

数が 23であることなどの特徴において Collette 

and Gills (1992)や Collette (2001)などが報告した

G. bilineatusの標徴とよく一致した．本種と唯一

の同属でオーストラリア・ニューギニアに固有の

Grammatorcynus bicarinatus (Quoy and Gaimard, 

1825)を比較すると，G.bilineatusは眼径が尾叉長

の 4.0–6.0%（vs. G.bicarinatusでは 3.1–4.6%），鰓

耙数が 18–24（vs. 14あるいは 15）であることか

ら容易に識別される（Collette, 2001）．

ニジョウサバの鹿児島県での採集記録は，こ

れまでの国内における本種の分布の空白域を埋め

るものであり，本種が高知県から沖縄県にかけて

広く分布することを示唆する．しかし，本種は群

泳することが知られているが（Collette and Nauen, 

1983; Collette, 2001），鹿児島県では 2007年から

2009年にかけて毎年 1個体ずつ，計 3個体のみ

が単独で漁獲されたにすぎない．これは上記 3個

体が黒潮によって偶発的に鹿児島に来遊してきた

可能性を強く示しており，本種が鹿児島県近海で

再生産している可能性も低いと考えられる．

KAUM–I. 14711 KAUM–I. 16277 KAUM–I. 9017 Means
Fork length (FL; mm) 194.0 265.7 436.3 　

Counts
 Dorsal spines 12 12 12
 Dorsal fin rays 11 11 11
 Anal fin rays 12 12 12
 Pectoral fin rays 25 25 25
 Pelvic spines 1 1 1
 Pelvic fin rays 5 5 5
 Caudal fin rays 17 17 17
 Dorsal finlets 6 6 7
 Anal finlets 6 6 6
 Gill rakers 23 23 23
Measurements (% FL)
 Snout - A 64.4 60.7 60.4 61.8
 Snout - 2D 58.7 56.2 55.6 56.8
 Snout - 1D 32.8 30.1 29.7 30.9
 Snout - P2 27.4 26.0 25.1 26.2
 Head length   24.2 22.0 20.8 22.3
 Max. body depth 19.5 20.0 20.8 20.1
 Max. body width 11.8 11.2 11.9 11.7
 Least caudal peduncle depth 3.5 3.7 3.8 3.7
 P1 - 1D 12.9 13.5 12.7 13.0
 P1 length 11.8 11.8 11.8 11.8
 Base 1D 26.4 26.7 27.5 26.9
 Height 2D 8.6 9.0 8.0 8.5
 Base 2D 11.1 11.3 11.0 11.1
 Height A 8.0 8.0 8.7 8.2
 Longest dorsal spine length 8.5 8.9 8.9 8.8
 Caudal spread 28.0 — — 28.0
 First dorsal spine length 8.1 7.4 5.8 7.1
 Longest dorsal finlet length 4.2 4.3 4.3 4.3
 Maxilla length 11.5 9.9 8.8 10.1
 Orbit 5.9 5.3 4.5 5.2

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of fork length, of Granmmatorcynus bilineatus from Kagoshima Prefecture, 
Japan.
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